
114 建設機械施工 Vol.70　No.11　November　2018

編 集 後 記

建 設 機 械 施 工
第 70 巻第 11 号（2018 年 11 月号）（通巻 825 号）
Vol. 70　No. 11　November　2018
2018（平成 30）年 11 月 20 日印刷
2018（平成 30）年 11 月 25 日発行（毎月 1回 25 日発行）
編集兼発行人　　田　﨑　忠　行
印　刷　所　　日本印刷株式会社

発 行 所　 本 部　 一 般 社 団 法 人　 日 本 建 設 機 械 施 工 協 会
〒 105-0011 東京都港区芝公園 3丁目 5番 8号　機械振興会館内
電話（03）3433-1501；Fax（03）3432-0289；http://www.jcmanet.or.jp/
施工技術総合研究所〒 417-0801 静岡県富士市大渕 3154  電話（0545）35-0212
北　海　道　支　部〒 060-0003 札幌市中央区北三条西 2-8  電話（011）231-4428
東 　 北 　 支 　 部〒 980-0014 仙台市青葉区本町 3-4-18  電話（022）222-3915
北 　 陸 　 支 　 部〒 950-0965 新潟市中央区新光町 6-1  電話（025）280-0128
中 　 部 　 支 　 部〒 460-0002 名古屋市中区丸の内 3-17-10  電話（052）962-2394
関 　 西 　 支 　 部〒 540-0012 大阪市中央区谷町 2-7-4  電話（06）6941-8845
中 　 国 　 支 　 部〒 730-0013 広島市中区八丁堀 12-22  電話（082）221-6841
四 　 国 　 支 　 部〒 760-0066 高松市福岡町 3-11-22  電話（087）821-8074
九 　 州 　 支 　 部〒 812-0013 福岡市博多区博多駅東 2-4-30  電話（092）436-3322

本号の特集テーマは「最先端の高
度な建築技術の開発と実用化」です
が，今現在，様々な企業や研究機関
が競うようにロボットや ICT など
を活用した自動化技術の開発に取り
組んでいます。ニュースなどの報道
でも，こうした新しい技術を目にし
ない日は無い，と言っても過言では
ないでしょう。ただし情報を詳細に
見ると，未だ実用化には相当の時間
がかかるものであったり，適用範囲
が非常に狭いといったような，言わ
ば「芽が出たばかり」の技術が多い
ことも事実です。
翻って建設産業はどうか。建設産
業でも，現場の生産性を ICT で革
新する i-Construction の普及推進は
もちろんのこと，更にその先を行く
先進的な研究開発が数多く行われて
います。それらの研究開発は，巷間
に溢れる数多の新技術とは異なり，
今そこ（現場）にある課題を解決す

るために，技術者がスピード感を
持って開発しているものが多いので
はないでしょうか。本号でご紹介し
た「最先端の高度な」技術の選定に
おいては，「実用化」に焦点を絞り
ました。本号でご紹介するこれらの
技術が，近い将来の建設産業の生産
性を飛躍的に向上させ，同時により
魅力的な産業へと変える大きな推進
力となると考えております。建設産
業の生産性向上にはまだまだ多くの
課題がありますが，これは即ちまだ
まだ大きな伸び代がある，とも言え
ます。官民には多くの熱意溢れる技
術者がいますし，積極的に新技術を
取り込む現場もあります。建設産業
の未来は非常に明るい，と本号を通
して実感することが出来ました。読
者の皆様に共感頂けましたら幸いで
す。
最後になりますが，お忙しい中，
大変貴重な原稿をご寄稿頂いた方々
に，この場を借りて厚く御礼申し上
げます。
  （久保・山本）

12 月号「防災，災害対応・復旧・復興，国土強靭化特集」予告
・欲しい情報がきっと見つかる「防災ポータル / Disaster Prevention Portal」　・都市再生安全
確保に関する取組　・関東技術事務所の建設技術展示館紹介　・ICTが同時に学べる無人化施工
訓練　・既設宅地のスマート液状化対策工法の開発　・道路事業における土石流対策に関する一
考察　・河川管理におけるUAVの活用方策に関する現地実証試験　・砂防事業における ICT活
用工事の課題　・さまざまな大きさの地震に対応できる制震工法　・将来の気候変動を想定した
積雪地帯における地すべり対策工技術の確立　・都市防災への活用を目的とした建築物の瞬時被
害把握システムの開発　・標定点無しの高精度測量を可能にするドローン測量技術の開発　・火
山災害対策のための情報ツールの開発　・i-Construction を加速させる長距離無線 LANシステム
の開発　・ロッキング橋脚を有する橋脚の大規模地震対策
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